
１ 萩の台住宅地自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ごみ出し×交流

自治会館・緑道・公園

自治会

概要 廃油、切手などの資源回収を
実施し、簡易なカフェや事業
者の移動販売などを複合化
することで、住民が自治会館を
訪れるきっかけを作っている。

工夫 自治会だけが活動を担うので

はなく、他団体や企業とも連
携して活動内容を多様化して
いる。

主体

緑道Cafe

連携企業による家事講座事業者による移動販売

自治会館の様子



2 ひかりが丘自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ごみ出し×交流

自治会館・緑道・公園

主体 自治会

概要 ごみを回収する場を中心に、
カフェや不用品交換コーナー、
子ども向けの漫画図書室を併
設。さらに健康教室やキッチン
カーの呼び込み等と同時開催し
ている。

工夫 廃棄するごみ・不用品は事業者に回

収を依頼。拠点に集まる住民のス
キルを活かし、新しい企画も自然
と生まれている。

こみすて

2

ゴミとして持ち込まれた古いラジカセを
修理して不用品交換コーナーへ

ひかりCafé キッチンカー



3 西菜畑町自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ごみ出し×交流

自治会館・広場・畑

主体 自治会

概要 常設型の資源ごみ回収ス
テーションと図書室サービス
を中心に、イベントとして本のお
はなし会を開催。日曜日には健
康体操やサロンを定期開催。

工夫 地域の特性を考え、今後は地
域の畑で生産した野菜等
を使った「具沢山の味噌汁会」
による交流を計画中。

図書室サービス 地域の野菜を使った味噌汁

おはなし会 大豆畑



４ さつき台南自治会(令和2年度～）

モデル

拠点

図書×交流

自治会館

主体 自治会

概要 本棚を設置し、住民から本の
寄贈を募り集会所に図書室
を開設。簡易なカフェも併設
し、健康体操や健康マー
ジャンの開催などと合わせて
実施している。

工夫 野菜の移動販売や、社会
福祉法人と連携したお菓子
などの販売で賑わいを創
出している。

健康マージャン

図書は住民からの
寄贈で賄っている

野菜の移動販売

いきいき百歳体操



５ 鹿ノ台北１～３丁目自治会(令和2年度～）

モデル

拠点

サロン×交流

自治会館

主体 自治会

概要

工夫

使われていなかった部屋をサロ
ンルームに整備し、健康体操や
健康マージャンの際に交流の
場として開放。また、土日にも自
由な集いの場としてオープンし
ている。

北サロンルーム
（毎週土・日に開放）

折り紙を楽しもう

多世代の交流が進むよう、Wi-
Fiを整備するとともに、ダーツ大
会や折り紙教室、絵本の読み
聞かせ等のイベントも不定期開
催している。

いきいき百歳体操

絵本の読み聞かせ



６ LC萩の台自治会(令和2年度～）

モデル

拠点

買い物×交流

自治会館・広場

主体 自治会

概要

工夫

自治会館と前の広場を整備し、地
元野菜の移動販売や住民が育
てた野菜の無人交換棚の設置
等を実施。それらと合わせて「に
ぎわい屋台」（露店）活動もス
タート。

現役世代の交流促進として、「にぎ
わい野菜サークル」と「にぎわいＤ
ＩＹサークル」を立ち上げ、交流拠
点での多様な活動を創出している。

にぎわい屋台（露店） にぎわい野菜サークル

野菜の移動販売 野菜の無人交換棚



７ 北小平尾自治会(令和3年度～）

モデル

拠点

畑×交流

畑（元耕作放棄地）

主体 自治会

概要 耕作放棄地を開墾し、畑を基軸
として各種イベントを定期開催
（収穫祭や小屋づくり等のDIY、
朝市など）。自治会員や他地域
からサポーターを募り、多様な主
体で運営している。

工夫 採れたての野菜を畑で朝市と
して販売することで収益を確
保し、補助金終了後も持続可
能な仕組みづくりをしている。

イベント時の出張図書館

採れたて野菜の朝市

ワクワク農園

小屋作りDIY



８ 白庭台自治会(令和4年度～）

モデル

拠点

子育て×交流

自治会館・公園

主体 自治会

概要 子育て世帯が集える環境づくりとし
て、集会所に幼児向けのプレイ
ルームを開設。定期的な野菜の
販売や近隣公園へのキッチン
カーの呼び込み等と組み合わせ
活動を広げている。

工夫 地元野菜の移動販売と同時に
集会所の和室を幼児向けのプレイ
ルームとして開放し、絵本やおも
ちゃ等を置き、親子で楽しめる
空間を作っている。

絵本の読み聞かせ

キッチンカープレイルーム

野菜の移動販売
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9 生駒台自治会(令和５年度～）

モデル

拠点

買い物×交流

自治会館

主体 自治会

概要

工夫 寄附でおもちゃを集め子ども
が遊びやすい空間を作り、市の制
度を利用し、キッチンカーや子ど
も用品の小売事業者などを呼
ぶことで、家族が参画しやすい空
間となっている。

「遊ぶ」「食べる」「買う」
の３要素を中心に自治会館を
整備。自治会館の中では卓球
やおもちゃで遊べ、外では事
業者の移動販売やバザー
を実施。

卓球 事業者の移動販売

毎月工作教室などを開催 寄附で集まったおもちゃ
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10 東菜畑1丁目自治会(令和５年度～）

モデル

拠点

カフェ×交流

自治会館

主体 自治会・近隣の畑

概要

工夫 夏はプールやお祭り風の模擬
店を実施したりと、季節ごとのイ
ベントも同時開催している。子ど
もも楽しめるイベントを開催す
ることで子育て世代の自治会活
動への参画につなげている。

地域の親子がボランティアと
して運営するカフェ、不用品
のバザーを同時開催。会館
近くの畑も利用した農業体
験も今後実施予定。

プール 菜の花カフェ

射的コーナー ボランティアのこどもが書
いたカフェのメニュー
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11 小瀬町自治会(令和５年度～）

モデル

拠点

カフェ×交流

自治会館

主体 自治会

概要

工夫

週に1回程度開催されるカフェに、
カラオケや健康麻雀、卓球な
どを組み合わせて誰も
が自由に参加できる空間を作
り上げている。

地域住民のプロ卓球選手をゲ
スト講師として招聘すること
で、多くの参加者を呼び込める

イベントにしている。今後は子
育て支援ができるようなイベ
ントも企画する予定。

健康麻雀

卓球教室

キッズスペース

カフェ
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12 獅子ケ丘自治会(令和５年度～）

モデル

拠点

カフェ×交流

自治会館
自治会が所有する空き地等

主体 自治会

概要

工夫

自治会館などの屋内では陶芸
教室などの講座やリユース促
進事業を、自治会が所有する空き
地などの屋外ではマルシェや
キャンプなどを実施予定。すべて
の事業にカフェを抱き合わせて
いる。

実施場所をイベントに合わ
せて使い分けることで、地域住
民の多様なニーズに対応してい
る。

ワインの夕べ

獅子ヶ丘マルシェ

オープンガーデン
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13 軽井沢町自治会(令和６年度～）

モデル

拠点

子育て×交流

自治会館

主体 自治会

概要

工夫

自治会館において、子育て世代や
シニア世代が料理という家事を
シェアする「料理の作り置き」
を実施。同じ時間にこどもたちが
宿題やゲームを行っている。地域
住民によるＤＩＹ教室も開催して
いる。

地域のクリエイター人材を活
用し、多世代の住民が交流でき
る催しを開催している。

ＤＩＹ教室

料理の作り置き
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14 鹿ノ台東2丁目自治会(令和６年度～）

モデル

拠点

畑×交流

農園・自治会館

主体 自治会

概要

工夫

地域の農園を活用し、「農作業
を通じた食育」を通して、子育
て中の保護者同士・シニア世代と
の多世代交流を促進。また、集会
所では、経験豊富なシニア世代
が講師となり、工作教室、手芸
などを教える講座を予定。

「農作業を通じた食育」とともに、
「蛍の住む里山づくり」を実
施し、里山環境の大切さを教える
座学も実施。 ジャガイモの収穫

ジャガイモの植え付け
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15 西白庭台1～3丁目自治会(令和７年度～）

モデル

拠点

イベント×交流

公園・自治会館

主体 自治会

概要

工夫

わんわんフェスタ

マルシェ
毎月、多世代が集えるイベント
（「春マルシェ」「わんわんフェ
スタ」「室内運動」など）を開催
し、地域コミュニティの再生を目指し
ている。

有志によるイベント部会を立
ち上げ、住民主体の企画・運営体
制とすることで自治会役員の負担
を軽減している。企業や行政とも
連携し、大規模な催しも継続可能
な協力体制を整えている。

危機管理課の防災講座



16 星和台自治会(令和７年度～）

モデル

拠点

カフェ×交流

自治会館・公園

主体 自治会

概要

工夫

カフェ

野菜の移動販売月2回の「星和台サロン」を軸
に、健康づくり、講座、軽食、
ゲームなどを組み合わせて多世
代交流を展開。世代を問わず誰も
が参加できる居場所づくりを進め
ている。

参加者から運営協力者を募り、
誰もが主体的に関われる仕組
みを設けている。また、行政や企業
と協力して講座を開催するなど、
運営の支援体制も確保している。

ラジオ体操

企業による健康講座


